
　
豪
雨
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
報
告
は
、
平
成
18

年
12
月
に
１
回
目
の
報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

19
年
12
月
６
日
、
２
回
目
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

活
動
の
状
況

活
動
の
成
果
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特
別
委
員
会
設
置
後
、
現

地
調
査
も
重
ね
な
が
ら
１７
回

に
亘
る
会
議
の
開
催
や
国
・

県
等
に
対
す
る
要
望
活
動
、

川
内
川
河
川
事
務
所
、
鶴
田

ダ
ム
管
理
所
、
県
北
薩
地
域

振
興
局
及
び
被
災
地
区
住
民

代
表
者
と
の
意
見
交
換
等
を

行
い
ま
し
た
。

　
要
望
活
動
は
、
町
当
局
と

一
緒
に
な
り
国
・
県
等
関
係

機
関
に
対
し
、
実
施
し
ま
し

た
。
　
川
内
川
河
川
事
務
所
や
鶴

田
ダ
ム
管
理
所
と
、
河
川
激

特
事
業
の
進
捗
状
況
、
各
地

区
要
望
事
項
に
対
す
る
措
置
、

推
込
分
水
路
計
画
の
概
要
と

模
型
実
験
計
画
、
河
川
整
備

方
針
と
河
川
整
備
計
画
策
定
、

ダ
ム
再
開
発
の
概
要
、
ダ
ム

の
洪
水
調
節
に
関
す
る
検
討

結
果
、
大
規
模
な
洪
水
が
予

測
さ
れ
る
場
合
の
水
位
を
１

２
０
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
下

げ
る
操
作
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
所
管
の
河
川
激
特
事
業

に
つ
い
て
も
施
行
計
画
説
明

を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
平
成
１８

年
９
月
８
日
に 

「
激
甚
災
害
」

の
指
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
１０
月
４
日
に
は
「
川
内

川
水
系
激
甚
災
害
対
策
特
別

緊
急
事
業
」
（
以
下
「
河
川

激
特
事
業
」
と
い
う
。
）
を

採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
災

害
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

（
河
川
激
特
事
業
）

　
柏
原
地
区
に
お
い
て
は
輪

中
堤
で
な
く
川
内
川
本
川
沿

い
の
堤
防
建
設
を
要
望
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
河
川
事
務
所
の
計
画
を
受

け
入
れ
る
苦
渋
の
判
断
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
宮
之
城
地
区
に
お
い
て
は

推
込
地
区
の
分
水
路
計
画
に

つ
い
て
住
民
か
ら
効
果
を
不

安
視
す
る
声
が
あ
り
、
九
州

大
学
で
水
理
模
型
実
験
が
行

わ
れ
、
分
水
路
と
下
流
右
岸

掘
削
で
水
位
が
２
・
７
メ
ー

ト
ル
相
当
下
が
る
と
い
う
結

果
で
あ
り
ま
し
た
。

　
山
崎
地
区
に
お
い
て
は
山

崎
橋
を
現
在
地
か
ら
約
１
０

０
メ
ー
ト
ル
上
流
に
架
け
替

え
る
こ
と
と
、
久
富
木
川
に

架
か
る
東
橋
に
つ
い
て
は
現

在
地
の
１０
メ
ー
ト
ル
下
流
に

架
け
替
え
、
橋
の
中
央
部
で

現
在
高
か
ら
約
４
メ
ー
ト
ル

も
高
い
太
鼓
橋
に
な
る
計
画

に
対
し
、
①
山
崎
橋
の
現
在

地
で
の
架
け
替
え
②
東
橋
の

交
通
安
全
に
配
慮
し
た
架
け

替
え
に
つ
い
て
関
係
機
関
に

要
望
活
動
を
さ
れ
、
本
町
議

会
に
対
し
て
も
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
内
水
対
策
と
し
て
の
ポ
ン

プ
場
の
設
置
は
河
川
激
特
事

業
に
お
い
て
は
で
き
な
い
と

の
説
明
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
、
川
内
川
河
川
事
務
所
で

策
定
中
の
「
川
内
川
河
川
整

備
計
画
」
に
位
置
づ
け
ら
れ

早
急
に
設
置
が
な
さ
れ
る
よ

う
被
災
地
区
住
民
と
一
緒
に

な
っ
て
要
望
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
事
項

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
鶴
田
ダ
ム
操
作
等
）

　
鶴
田
ダ
ム
の
洪
水
時
の
操

作
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
①

大
規
模
洪
水
に
対
し
て
予
備

放
流
に
よ
り
貯
水
位
を
確
実

に
標
高
１
３
０
メ
ー
ト
ル
ま

で
低
下
さ
せ
、
洪
水
調
節
容

量
を
２
５
０
万
ト
ン
増
量
す

る
②
計
画
規
模
を
超
え
る
洪

水
調
節
操
作
（
た
だ
し
書
き

操
作
）
に
お
い
て
７
割
開
始

容
量
水
位
と
し
、
ダ
ム
へ
の

最
大
流
入
後
、
目
標
放
流
量

を
逐
次
見
直
す
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
「
大
規
模
洪
水

が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
貯
水

位
を
１
２
０
メ
ー
ト
ル
程
度

ま
で
下
げ
る
」
案
が
鶴
田
ダ

ム
管
理
所
長
か
ら
示
さ
れ
、

当
委
員
会
が
住
民
と
共
に
要

望
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
災

害
時
の
防
災
ダ
ム
と
し
て
の

特
化
に
つ
い
て
も
国
が
理
解

を
示
し
た
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
台
風
４
号
の
時
は
、
大
雨

に
備
え
て
発
電
を
停
止
し
最

終
的
に
は
標
高
１
２
７
・
６

メ
ー
ト
ル
に
引
き
下
げ
る
と

い
う
見
直
し
後
初
め
て
の
操

作
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
洪
水
時
の
住
民
へ
の
情
報

提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は

①
防
災
無
線
を
利
用
し
て
の

河
川
・
ダ
ム
情
報
の
放
送
②

自
治
体
の
要
請
に
よ
り
放
流

警
報
局
を
利
用
し
て
避
難
情

報
等
を
放
送
す
る
③
毎
秒
１

１
０
０
ト
ン
及
び
１
４
０
０

ト
ン
か
ら
、
さ
ら
に
放
流
量

を
増
加
さ
せ
る
時
に
音
声
放

送
を
実
施
す
る
④
情
報
表
示

板
の
表
示
を
改
善
す
る
こ
と

と
増
設
⑤
公
共
放
送
で
の
河

川
及
び
ダ
ム
情
報
の
テ
ロ
ッ

プ
表
示
⑥
自
治
体
へ
河
川
情

報
や
河
川
映
像
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
提
供
す
る
と
い
っ
た

改
善
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
改
善
策
に
つ
い

て
は
、
当
委
員
会
が
申
し
入

れ
を
行
っ
た
内
容
の
殆
ど
が

反
映
さ
れ
て
お
り
、
活
動
の

成
果
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
災
害
復
興
が

な
さ
れ
、
被
災
住
民
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
後
世
に

悔
い
の
な
い
河
川
改
修
等
が

実
現
す
る
た
め
、
町
当
局
の

更
な
る
ご
努
力
と
委
員
各
位

に
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
、
豪
雨
災
害
対
策
調

査
特
別
委
員
会
２
回
目
の
中

間
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

－中間報告（２回目）－
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